高知家地域共生社会推進宣言　応募様式
　　　　年　　月　　日
高知県知事　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 申請者　名　　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 代表者職･氏名　　　　　　　　　　　　
　１．企業・団体の概要
	所在地
	〒


	業種又は事業内容
	


	従業員又は団体職員数
	
　　　　　　　　　　　　　　　　　名

	[bookmark: _GoBack]担当者
所属・職･氏名
	

	連絡先
	ＴＥＬ:　　　　　　　　　　
ＦＡＸ:
Ｅメール：


　　
　２．　事業・団体の活動に係る関係法令に違反する重大な事実等の有無（過去３年間）

　　　　　有　　　　・　　　　無

　３．　情報の公開について

高知県が運営するウェブサイトや広報誌等で情報を公表することに同意します。

　４．　こうち孤独・孤立対策官民連携プラットフォームへの参加
　　　　　　　参加する　　　・　　　　参加しない
【参考】こうち孤独・孤立対策官民連携プラットフォームについて
人口減少や少子高齢化などにより、家族や地域、会社などにおける人とのつながりが薄くなり、誰もが孤独・孤立に陥りやすい状況にあります。
高知県では、孤独・孤立対策を高知型地域共生社会の取り組みとして一体的に推進し、つながりを実感できる地域づくりを進めることとしており、令和７年３月にこうち孤独・孤立対策官民連携プラットフォームを設置しました。

＜プラットフォームの活動内容＞
　会員の活動に関する情報共有などのほか、高知家地域共生社会ポータルサイトで取り組み内容を紹介します。
※プラットフォームに参加することで、貴団体に事務作業などの新たなご負担をおかけするものではありません。











５．具体的な取り組み
	宣言に記載する
「具体的な取り組み」
	（例）地域の困っている人への声かけや相談窓口への連絡


	取り組み期間
・時期
	（例）令和５年11月から○年間、毎月第○日曜日、週○回、○年度から実施中　など

	取り組みの概要

	（例）配達業務の中で地域内に困っている人を見かけたら声をかけて困り事を聞き取る。
内容に応じて、市町村窓口や民生委員など、必要な支援先に連絡をする



　
※具体的な取り組みを記載する欄が不足する場合は、自由に追加してください。
＜（参考）具体的な取り組みの例＞
支え合いの地域づくりのきっかけとなる具体的な取り組みであればなんでも結構です。すでに実施しているものでも新たに始めるものでもどちらでも構いません。

（例）
○　地域のごみ拾いや草刈りなどの清掃活動
○　町内会や自治会活動への参加
○　地域の健康づくりに関するイベントの実施
○　地域で気になる人への定期的な安否の確認や声かけなどの見守り活動
○　地域とのつながりを強めるための日々のあいさつ運動
○　空きスペースを活用した地域の居場所（サロン）の開設
○　地域のお祭りやイベントへの協賛
○　企業（団体）の強みを活かした地域イベントの開催
○　高齢者や障害のある方、子育て世帯への店舗の優先利用
○　子ども食堂へのボランティア参加
○　フードバンクへの食品提供
○　ボランティア活動や社会貢献活動への寄附
○　地域の防災訓練や自主防災組織への参加











暴力団排除に関する誓約書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　   　　
年　　月　　日　
　高知県知事　　様

　　　　　　　　　　　　　　（申請者）住　 　　　　　所

名 　　　　　　称
代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
　下記事項について、誓約いたします。

記
	次のいずれかに該当するものではありません。また、将来においても該当することはありません。
（１）暴力団又は暴力団員等である。
（２）高知県暴力団排除条例(平成22年高知県条例第36号)第18条又は第19条の規定に違反した事実がある。
（３）役員（業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧問その他いかなる名称を有する者であるかを問わず、法人に対し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含み、法人以外の団体にあっては、代表者、理事その他これらと同等の責任を有する者をいう。以下同じ。）が暴力団員等である。
（４）暴力団員等がその事業活動を支配している。　
（５）暴力団員等をその業務に従事させ、又はその業務の補助者として使用している。
（６）暴力団又は暴力団員等がその経営又は運営に実質的に関与している。
（７）いかなる名義をもってするかを問わず、暴力団又は暴力団員等に対して、金銭、物品その他財産上の利益を与え、又は便宜を供与する等直接的又は積極的に暴力団の維持又は運営に協力し、又は関与した。
（８）業務に関し、暴力団又は暴力団員等が経営又は運営に実質的に関与していると認められる者であることを知りながら、これを利用した。
（９）役員が、自己、その属する法人その他の団体若しくは第三者の利益を図り、又は第三者に損害を加えることを目的として、暴力団又は暴力団員等を利用した。
（10）役員が暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有している。

	



